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1.1 トンネル維持管理計画の目的

高知県が管理する国道・県道には、現在 208本（令和 4年 3月時点）のトンネルがあり、そのう

ち建設後 50年以上を経過したトンネルは約 16.3%の割合ですが、20年後には全体の約 59.1%とな

り、今後、急速に増加していくことになります。

また、県では平成 24年 12月に発生した中央自動車道笹子トンネルの天井板崩落事故を機に改正

された道路法（平成 26年７月省令施行）に基づき、５年に 1回の頻度で行うことが義務付けされ

た点検や診断を行っており、この度、診断結果を反映した「高知県道路トンネル維持管理計画」を

策定しました。今後は、この計画に基づき施設の健全性の確保に取り組んでいくこととしています。

図 1.1 50年以上を経過したトンネルの分布の推移

1.2 高知県のトンネル維持管理における基本方針

高知県では、次の基本方針により安全で効率的なトンネルの維持管理を行います。

① 状態把握

５年に一回の点検・診断でトンネルの状態を把握し、健全度ランクを判定します。

② 維持修繕費の推計

点検・診断の結果に基づき、今後発生するトン

ネルのライフサイクルコスト（以下、「ＬＣＣ」と

いう）を推計して、維持修繕費を算出します。

③ 効率的な維持管理計画の立案・実行

優先順位をつけて効率的な維持管理計画を立

案します。

④ メンテナンスサイクルの確立

図 1.2に示す点検・診断・措置・記録のメン

テナンスサイクルを確立させ、持続的なサービ

ス水準の維持につなげていきます。

1 トンネル維持管理計画の概要

図 1.2 メンテナンスサイクル
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1.3 トンネル維持管理計画の対象箇所

高知県が管理するトンネルの本体工と付属施設（照明施設・非常用施設・換気施設）を対象に計

画を策定しました。

表 1.1 高知県管理のトンネルの内訳（令和４年３月現在）

※1 NATM（New Austrian Tunneling Method）：主に吹付けコンクリートとロックボルトによる支保工で

地山を補強するトンネル工法。従来の矢板工法（支保工に矢板を使用）に代わり、概ね平成年代より山岳ト

ンネルの標準工法となった。なお、素掘り・吹付けのみのトンネルは矢板工法に分類している。

図 1.3 トンネル各施設の名称
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ジェットファン等
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トンネル延長 (km) トンネル本数

矢板

工法
NATM※1 計

矢板

工法
NATM※1 計

一般国道 21.7 26.0 47.7 71 50 121

主要地方道 6.0 13.9 19.9 26 31 57

一般県道 4.2 5.6 9.8 18 12 30

計 31.9 45.5 77.4 115 93 208
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2.1 状態把握

高知県では、表 2.1に示す点検により変状や異常の有無を確認することとしています。

表 2.1 高知県トンネル点検体系

注 1）「高知県道路パトロール実施要領」に規定されるパトロール

注 2) 遠望目視により、変状等の進行性が確認された場合、または変状の状況が詳しく識別できない場合は、近接目視を実施

する。

定期点検では、トンネルの状態を把握し、トンネル本体工に関しては表 2.2に示す区分で、健全

度ランクを判定します。

表 2.2 本体工の変状に対する健全度ランク表

注 1)判定区分Ⅳにおける「緊急」とは、早期に対策を講じる必要がある状態から、交通開放できない状態までを言う。

2 トンネル維持管理の方法と効果

点検種別 概要

本体工

点検

日常点検 通常パトロール注 1)により車上目視で実施する点検。

異常時点検
日常点検で変状・異常が認められた箇所に対し、遠望目視注 2)に

より実施する点検。

定期点検 ５年に 1回、近接目視・打音検査等によって実施する点検。

臨時点検
異常気象時、地震等が発生した際に、異常時パトロール注 1)によ

り実施する点検。

付属施設

点検

日常点検 通常パトロール注 1)により車上目視で実施する点検。

定期点検等 照明施設、非常用施設、換気施設の保守のための定期的な点検等

健全度

ランク
状 態 措置の内容

Ⅰ
利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置を必要

としない状態。
－

Ⅱ

Ⅱb 将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるた

め、監視を必要とする状態。
監視

Ⅱa
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるた

め、監視を行い、予防保全の観点から計画的に対策を必

要とする状態。

監視

計画的に対策

Ⅲ
早晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、早

期に対策を講じる必要がある状態。
早期に対策

Ⅳ
利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、緊急注 1)

に対策を講じる必要がある状態。
直ちに対策
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トンネルの本体工の変状に対しては、「外力」「材質劣化」「漏水」に区分して健全度を判定し、そ

れぞれの変状区分に応じた対策を実施します。（図 2.1）

図 2.1 変状原因と変状区分・対策区分

【外力】
緩み土圧
膨張性土圧

偏土圧・斜面のｸﾘｰﾌﾟ
地すべり
支持力不足
水圧・凍上圧
その他

【環境】
経年劣化・鋼材腐食

漏水・凍害
塩害・有害水
その他

【材料・施工・設計】

外力の作用
覆工耐荷力
の不足

覆工材，補修・
補強材の劣化

漏水，
漏水の凍結

【覆工・坑門】
圧ざ，ひび割れ

うき・はく離（ひび割れ沿い）
目地切れ，段差

変形，移動，沈下，転倒
補修・補強材の変形

大規模な覆工断面の欠損

【路面，排水溝他】
ひび割れ

縁石・排水溝等の変形
盤ぶくれ，沈下

【覆工・坑門】
ひび割れ

劣化，うき，はく離
豆板（ジャンカ）
スケーリング
ポップアウト

補修・補強材の劣化，発
錆，うき

【覆工・坑門】
漏水

つらら，側氷
石灰分等の溶出
既設導水工の再漏水

【路面，排水溝他】
噴泥，沈砂，滞水

氷盤

補強対策
（トンネルの

構造安定性の確保）

補修対策
（利用者の安全性の確保）

外因 内因

変
状
原
因

変
状
の
機
構

主
な
変
状
現
象

対
策
の
区
分

※変状箇所
からの漏水

※

外力 材質劣化 漏水

※

注2）

●使用材料
　低品質骨材等
●施工方法
　打込み不良
　締固め不足
　養生不良　等　

●施工方法
　覆工巻厚不足
　覆工背面空洞
●設計
　インバートなし
　　　　　　　　等

変状区分

外力対策
材質劣化対策

（はく落防止対策）注3)
漏水対策

注１）覆工材の劣化が広範囲に進むと，覆工の有効巻厚が減少して覆工耐荷力の不足を生じる場合がある
注２）変状の状態によっては、補修対策（材質劣化対策・漏水対策）を併用する場合がある
注３）道路トンネル（無筋コンクリートの覆工が主体の山岳工法によるトンネル）では，覆工材等の落下を防ぐ
　　　ことを主目的として「はく落防止対策」が適用されるケースが多い

注1)
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2.2 維持修繕費の最適化

トンネルの維持修繕費（本体工対策費、付属施設更新費、定期点検費）については、今後発生す

るトンネルのＬＣＣの推計を行い、維持修繕費を算出します。

点検・診断結果により推計した維持修繕計画では、ある年度に対策費用が集中して必要になるこ

とが予想されています。（図 2.2(a)）
このため、トンネル毎の交通量や路線の重要度等に基づき優先順位を設定し、ＬＣＣの平準化を

図った維持修繕計画により修繕対策を実施していくこととしています。（図 2.2(b)）

(a) 定期点検結果により推計した維持管理予算の推移

(b)維持修繕予算の最適化例

図 2.2 維持修繕費の予算平準化
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2.3 修繕対策の実施

点検・診断によってトンネルの対策が必要となった場合は、トンネルの状態に応じた修繕対策を

実施していくこととしています。（表 2.3）

表 2.3 トンネル本体工に発生する変状と対策事例

また、付属施設についても耐用年数に配慮したうえで、トンネル本体工と同様に、点検・診断に

より施設の状態を把握しながら更新していくこととしています。

2.4 維持管理計画の策定・実行

従来の事後保全から予防保全に移行することで、計画的にトンネルの修繕対策を行うことが可能

となります。この計画については、引き続き実施するトンネル点検・診断の結果を反映し、必要に

応じて計画の見直しを行うこととしています。

2.5 新技術等の活用

定期点検等の高率化に繋がる新技術の積極的な活用を図るため、下記の方針で実施いくこととし

ています。

（1） 新技術等の活用方針

従来技術と新技術を比較検討し、有効な技術は積極的に活用していくことで、従来技術か

ら新技術へと「技術の転換」を図り、定期点検及び修繕工事の高度化や費用縮減を目指しま

す。

変状

区分
外力 材質劣化 漏水

変状

事例

土圧の作用により、覆工にせ

ん断ひび割れ（矢印）が発生

経年劣化で、覆工材が劣化

し、骨材が露出

各所で漏水が発生

対策

事例

鋼板接着工による

外力対策
金網工によるはく落防止対策 面導水工（防水パネル工）

による漏水対策
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（2） 新技術等の活用に関する短期的な数値目標

今後予定する定期点検や修繕工事に新技術を活用することで事業の効率化を図るととも

に、令和 9年度までの 5年間で約 10施設において、約 1000万円のコスト縮減を目指しま

す。

定期点検は、特に変状の少ないトンネルにおいて点検支援技術性能カタログ（国土交通省、

令和 4年 9月）に掲載されている画像計測技術を活用し、点検の高度化と現場作業の省力

化を図り、トータルコスト縮減を目指します。

修繕工事では、材質劣化箇所のはく落防止対策についてNETIS掲載の工法（あるいは新

技術に類する工法）を活用し、コスト縮減を目指します。（表 2.4）

表 2.4 点検及び修繕工事における新技術活用事例

（3） 集約化・撤去に関する方針

集約化・撤去対象の検討を行った結果、管理する施設は別表の理由により困難である。

今後、周辺の状況や施設の利用状況を踏まえて、再度検討を行う。

【参考文献】

1) 国土交通省道路局 国道・技術課：道路トンネル定期点検要領、平成 31年 3月
2) （公社）日本道路協会：道路トンネル維持管理便覧【本体工編】、令和 2年 8月
3) 高知県土木部道路課：高知県道路トンネル点検要領（案）ver.2.2、令和 3年 3月
4) 国土交通省：点検支援技術 性能カタログ、令和 4年 9月

表紙写真：県管理の道路トンネルの定期点検作業の状況

区分 定期点検 修繕対策

活用

事例

走行型計測車両による現場作

業の効率化

簡易な工法を採用した施工の

高率化

高知県土木部道路課

〒780-8570 高知県高知市丸ノ内 1丁目 2番 20 号 電話（修繕担当） 088-823-9832

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/170701/



別表

集約化・撤去に関する方針（トンネル）

No. 施設名 ﾌﾘｶﾞﾅ 路線名 集約化・撤去の困難理由

1 三津坂歩道トンネル ﾐﾂｻﾞｶﾎﾄﾞｳ 県道椎名室戸線 県道椎名室戸線は室戸市室戸町と室戸市興津を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道55号を通行した場合、約15km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

2 三津坂トンネル ﾐﾂｻﾞｶ 県道椎名室戸線 県道椎名室戸線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

3 久木第4トンネル ｸｷﾀﾞｲﾖﾝ 県道安田東洋線 県道安田東洋線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約66km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

4 堀ヶ生トンネル ﾎﾘｶﾞｦ 県道安田東洋線 県道安田東洋線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約66km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

5 久木第２トンネル ｸｷﾀﾞｲﾆ 県道安田東洋線 県道安田東洋線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約66km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

6 久木第３トンネル ｸｷﾀﾞｲｻﾝ 県道安田東洋線 県道安田東洋線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約66km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

7 久木第１トンネル ｸｷﾀﾞｲｲﾁ 県道安田東洋線 県道安田東洋線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約66km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

8 無名トンネル ﾑﾒｲ 県道大久保伊尾木線 県道大久保伊尾木線は国道55号と安芸市古井を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

9 新久木トンネル ｼﾝｸｷ 県道安田東洋線 県道安田東洋線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約66km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

10 石仙トンネル ｺｸｾﾝ 県道千本山魚梁瀬線 県道千本山魚梁瀬線は千本山と馬路村魚梁瀬を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

11 長山トンネル ﾅｶﾞﾔﾏ 国道４９３号 国道４９３号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

12 車瀬トンネル ｸﾙﾏｾ 国道４９３号 国道４９３号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

13 久府付トンネル ｸﾌﾞﾂｷ 国道４９３号 国道４９３号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

14 峰寺トンネル ﾐﾈﾝｼﾞ 県道春野赤岡線 県道春野赤岡線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

15 青龍門隧道 ｾｲﾘｭｳﾓﾝｽﾞｲﾄﾞｳ 県道高知安芸自転車道線 県道高知安芸自転車道線は周辺に代替路線がないため、集約・撤去を行うことは困難である

16 征天工隧道 ｾｲﾃﾝｺｳｽﾞｲﾄﾞｳ 県道高知安芸自転車道線 県道高知安芸自転車道線は周辺に代替路線がないため、集約・撤去を行うことは困難である

17 四ツ足峠トンネル ﾖﾂｱｼﾄｳｹﾞ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

18 山崎トンネル ﾔﾏｻｷ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

19 日ノ地トンネル ﾋﾉﾁﾞ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

20 市宇トンネル ｲﾁｳ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

21 須賀井トンネル ｽｶﾞｲ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

22 龍河洞トンネル ﾘｭｳｶﾞﾄﾞｳ 県道龍河洞公園線 県道龍河洞公園線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道間宮ﾉ口線等を通行した場合、約4km（8分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

23 大比トンネル ｵｵﾋ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

24 津々呂第一トンネル ﾂﾂﾞﾛﾀﾞｲｲﾁ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

25 津々呂第二トンネル ﾂﾂﾞﾛﾀﾞｲﾆ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

26 成山トンネル ﾅﾙﾔﾏ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

27 船ヶ谷トンネル ﾌﾅｶﾞﾀﾆ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

28 月谷トンネル ﾂｷﾀﾆ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

29 樫山トンネル ｶｼﾔﾏ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

30 宮ノ瀬トンネル ﾐﾔﾉｾ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

31 崎岩トンネル ｻｷｲﾜ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

32 木床第一トンネル ｷﾄﾞｺﾀﾞｲｲﾁ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

33 木床第二トンネル ｷﾄﾞｺﾀﾞｲﾆ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

34 佐岡トンネル ｻｵｶ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

35 臼杵トンネル ｳｽｷ 国道１９５号 国道１９５号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

36 間トンネル ﾊｻﾞﾏ 県道間宮ﾉ口線 県道間宮ﾉ口線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道龍河洞公園線等を通行した場合、約4km（8分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

37 坂ノ松トンネル ｻｶﾉﾏﾂ 県道南国南ｲﾝﾀｰ線 県道南国南ｲﾝﾀｰ線は国道55号となんこく南ICを経て県道仁井田竹中線を結ぶ重要な路線であり、迂回路として県道田村高須線を通行した場合、約3km（4分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

38 笹ヶ峰トンネル ｻｻｶﾞﾐﾈ 県道川之江大豊線 県道川之江大豊線は川之江と大豊を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

39 寒風山トンネル ｶﾝﾌﾟｳｻﾞﾝ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

40 新高須トンネル ｼﾝﾀｶｽ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道磯谷本山線を通行した場合、約12km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

41 本川トンネル ﾎﾝｶﾞﾜ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

42 戸中トンネル ﾄﾁｭｳ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

43 大橋トンネル ｵｵﾊｼ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

44 郷ノ峰トンネル ｺﾞｳﾉﾐﾈ 国道４３９号 県道本川大杉線はいの町本川と大川村を経て土佐町を結ぶ重要な路線であり、早明浦ダムから迂回路として県道大川土佐線を通行した場合、約6km（8分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

45 粟生トンネル ｱｵｳ 国道４３９号 県道本川大杉線はいの町本川と大川村を経て土佐町を結ぶ重要な路線であり、早明浦ダムから迂回路として県道大川土佐線を通行した場合、約6km（8分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

46 皆又トンネル ﾐﾅﾏﾀ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

47 南越トンネル ﾐﾅｺﾞｼ 県道大川土佐線 県道大川土佐線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道439号を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

48 第一号坂瀬隧道 ﾀﾞｲｲﾁｺﾞｳｻｶｾｽﾞｲﾄﾞｳ 県道坂瀬吉野線 県道坂瀬吉野線は本山町と愛媛県四国中央市を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

49 第二号坂瀬隧道 ﾀﾞｲﾆｻｶｾｽﾞｲﾄﾞｳ 県道坂瀬吉野線 県道坂瀬吉野線は本山町と愛媛県四国中央市を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

50 白髪隧道 ｼﾗｶﾞｽﾞｲﾄﾞｳ 県道坂瀬吉野線 県道坂瀬吉野線は本山町と愛媛県四国中央市を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

51 名の谷トンネル ﾅﾉﾀﾆ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

52 土居トンネル ﾄﾞｲ 県道本川大杉線 県道本川大杉線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道194号を通行した場合、約78km（95分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

53 立橋トンネル ﾀﾃﾊｼ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

54 早明浦トンネル ｻﾒｳﾗ 県道本川大杉線 県道本川大杉線はいの町本川と大川村を経て土佐町を結ぶ重要な路線であり、早明浦ダムから迂回路として県道大川土佐線を通行した場合、約6km（8分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

55 川口南トンネル ｶﾜｸﾞﾁﾐﾅﾐ 県道川之江大豊線 県道川之江大豊線は川之江と大豊を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

56 網川トンネル ｱﾐｶﾜ 県道弘瀬高知線 県道弘瀬高知線は高知市上町２丁目と高知市土佐山弘瀬を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として県道高知本山線等を通行した場合、約25km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

57 六泉寺トンネル ﾛｸｾﾝｼﾞ 県道高知南環状線 県道高知南環状線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道桂浜はりまや線を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

58 横浜トンネル ﾖｺﾊﾏ 県道高知南環状線 県道高知南環状線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道桂浜はりまや線を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

59 日出野トンネル ﾋﾃﾞﾉ 県道春野赤岡線 県道春野赤岡線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

60 神田トンネル ｺｳﾀﾞ 県道高知春野線 県道高知春野線は高知市街と春野を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として県道高知南環状線等を通行した場合、約17km（25分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

61 新宇津野トンネル ｼﾝｳﾂﾉ 県道桂浜はりまや線 県道桂浜はりまや線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道高知南環状線を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

62 宇津野隧道 ｳﾂﾉｽﾞｲﾄﾞｳ 県道桂浜はりまや線 県道桂浜はりまや線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道高知南環状線を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

63 日ノ浦トンネル ﾋﾉｳﾗ 県道高知本山線 県道高知本山線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道南国伊野線等を通行した場合、約35km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

64 赤良木トンネル ｱｶﾗｷﾞ 県道高知本山線 県道高知本山線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道南国伊野線等を通行した場合、約35km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

65 大平山東トンネル ｵｵﾋﾗﾔﾏﾋｶﾞｼ 県道高知南ｲﾝﾀｰ線 県道高知南ｲﾝﾀｰ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号等を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

66 大平山西トンネル ｵｵﾋﾗﾔﾏﾆｼ 県道高知南ｲﾝﾀｰ線 県道高知南ｲﾝﾀｰ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号等を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

67 大畑山東トンネル ｵｵﾊﾀﾔﾏﾋｶﾞｼ 県道高知南ｲﾝﾀｰ線 県道高知南ｲﾝﾀｰ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号等を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

68 大畑山西トンネル ｵｵﾊﾀﾔﾏﾆｼ 県道高知南ｲﾝﾀｰ線 県道高知南ｲﾝﾀｰ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号等を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

69 曲井トンネル ｸｾｲ 県道高知南環状線 県道高知南環状線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道桂浜はりまや線を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

70 奥谷トンネル ｵｸﾀﾆ 県道高知南環状線 県道高知南環状線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道桂浜はりまや線を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため



No. 施設名 ﾌﾘｶﾞﾅ 路線名 集約化・撤去の困難理由

71 五台山トンネル（上り） ｺﾞﾀﾞｲｻﾝ 県道高知南ｲﾝﾀｰ線 県道高知南ｲﾝﾀｰ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号等を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

72 五台山トンネル（下り） ｺﾞﾀﾞｲｻﾝ 県道高知南ｲﾝﾀｰ線 県道高知南ｲﾝﾀｰ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号等を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

73 文庫鼻トンネル ﾌﾞﾝｺﾊﾞﾅ 県道春野赤岡線 県道春野赤岡線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

74 本村トンネル ﾎﾝﾑﾗ 県道新居中島線 県道新居中島線は新居と中島を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約13km（16分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

75 塚地坂トンネル ﾂｶﾁﾞｻﾞｶ 県道土佐伊野線 県道土佐伊野線はいの町と土佐市を結ぶ重要な路線であり、迂回路として県道新居中島線を通行した場合、約3km（5分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

76 琴平トンネル ｺﾄﾋﾗ 県道南国伊野線 県道南国伊野線は南国市といの町を結ぶ重要な路線であり、迂回路として国道194号を通行した場合、約2km（3分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

77 山王トンネル ｻﾝﾉｳ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

78 荷瀧トンネル ﾆﾀｷ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

79 思地トンネル ｵﾓｲﾁﾞ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道本川大杉線を通行した場合、約30km（45分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

80 高岩トンネル ﾀｶｲﾜ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道伊野仁淀線を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

81 つばやぶトンネル ﾂﾊﾞﾔﾌﾞ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

82 枝畝トンネル ｴﾀﾞｳﾈ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

83 新大森トンネル ｼﾝｵｵﾓﾘ 国道１９４号 国道１９４号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

84 天崎鍾乳洞トンネル ｱﾏｶﾞｻｷｼｮｳﾆｭｳﾄﾞｳ 県道土佐伊野線 県道土佐伊野線はいの町と土佐市を結ぶ重要な路線であり、迂回路として県道高知南環状線を通行した場合、約7km（10分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

85 音竹トンネル ｵﾄﾀｹ 県道高知南環状線 県道高知南環状線は緊急輸送道路であり、迂回路として県道桂浜はりまや線を通行した場合、約9km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

86 坂本トンネル ｻｶﾓﾄ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道伊野仁淀線を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

87 新別トンネル ｼﾝﾍﾞﾁ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道伊野仁淀線を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

88 古江トンネル ｺｴ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道本川大杉線を通行した場合、約30km（45分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

89 新大峠トンネル ｼﾝｵｵﾄｳ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道伊野仁淀線を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

90 長沢トンネル ﾅｶﾞｻﾜ 県道石鎚公園線 県道石鎚公園線はいの町寺川といの町戸中を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

91 新別野竹トンネル ｼﾝﾍﾞﾁﾉﾀﾞｹ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道伊野仁淀線を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

92 長者トンネル ﾁｮｳｼﾞｬ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道440号を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

93 矢筈トンネル ﾔﾊｽﾞ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道440号を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

94 今成トンネル ｲﾏﾅﾘ 県道伊野仁淀線 県道伊野仁淀線はいの町と越知町を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道33号等を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

95 浅尾トンネル ｱｿｵ 県道伊野仁淀線 県道伊野仁淀線はいの町と越知町を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道33号等を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

96 斗賀野トンネル ﾄｶﾞﾉ 国道４９４号 国道４９４号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

97 富岡トンネル ﾄﾐｵｶ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道伊野仁淀線を通行した場合、約15km（20分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

98 境野隧道 ｻｶｲﾉｽﾞｲﾄﾞｳ 国道４９４号 国道４９４号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

99 織合トンネル ｵﾘｱｲ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道440号を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

100 亀石トンネル ｶﾒｲｼ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道440号を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

101 秋升トンネル ｱｷﾏｽ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道440号を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

102 笹場トンネル ｻｻﾊﾞ 県道中土佐佐賀線 県道中土佐佐賀線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約40km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

103 浦ノ内トンネル ｳﾗﾉｳﾁ 県道須崎仁ﾉ線 県道須崎仁ﾉ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約30km（45分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

104 古味口トンネル ｺﾐｸﾞﾁ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道440号を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

105 双名トンネル ﾌﾀﾅ 県道久礼須崎線 県道久礼須崎線は久礼と須崎を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

106 天狗トンネル ﾃﾝｸﾞ 県道四国ｶﾙｽﾄ公園縦断線 県道四国ｶﾙｽﾄ公園縦断線は津野町と愛媛県西予市を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

107 川井トンネル ｶﾜｲ 県道中平梼原線 県道中平梼原線は国道439号と国道197号を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道197号等を通行した場合、約35km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

108 初瀬境トンネル ﾊﾂｾｻｶｲ 県道中平梼原線 県道中平梼原線は国道439号と国道197号を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道197号等を通行した場合、約35km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

109 戸波浦トンネル ﾍﾜｳﾗ 県道横浪公園線 県道横浪公園線は横浪半島を周回する重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約22km（30分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

110 高保木トンネル ﾀｶﾎｷﾞ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

111 長佐古隧道 ﾅｶﾞｻｺｽﾞｲﾄﾞｳ 県道久礼須崎線 県道久礼須崎線は久礼と須崎を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

112 小草トンネル ｺｸﾞｻ 県道中土佐佐賀線 県道中土佐佐賀線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約40km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

113 堂海トンネル ﾄﾞｳｶｲ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

114 上ノ加江トンネル ｶﾐﾉｶｴ 県道中土佐佐賀線 県道中土佐佐賀線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約40km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

115 壁地トンネル ｶﾍﾞｼﾞ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

116 船戸トンネル ﾌﾅﾄ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

117 田ノ道トンネル ﾀﾉﾐﾁ 県道上分多ﾉ郷線 県道上分多ﾉ郷線は須崎市上分と須崎市多ノ郷を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道197号を通行した場合、約10km（12分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

118 大谷トンネル ｵｵﾀﾆ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

119 押岡トンネル ｵｼｵｶ 県道中土佐佐賀線 県道中土佐佐賀線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約40km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

120 鳥坂トンネル ﾄﾘｻｶ 県道須崎仁ﾉ線 県道須崎仁ﾉ線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約30km（45分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

121 上の加江隧道 ｶﾐﾉｶｴｽﾞｲﾄﾞｳ 県道上ノ加江窪川線 県道上ノ加江窪川線は中土佐町上ノ加江と四万十町窪川を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として県道中土佐佐賀線等を通行した場合、約31km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

122 芹川トンネル ｾﾘｶﾜ 国道４４０号 国道４４０号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道33号等を通行した場合、約85km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

123 飯母第二トンネル ｲｲﾎﾞﾀﾞｲﾆ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

124 飯母第一トンネル ｲｲﾎﾞﾀﾞｲｲﾁ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

125 風早トンネル ｶｻﾞﾊﾔ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

126 子安トンネル ｺﾔｽ 国道４４０号 国道４４０号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道33号等を通行した場合、約85km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

127 二ツ家トンネル ﾌﾀﾂｲｴ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

128 中平トンネル ﾅｶﾋﾗ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として狭隘な周辺道路を通行することになり、約2km（4分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

129 天忠トンネル ｱﾏｻﾀﾞ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

130 仲間トンネル ﾅｶｲﾀﾞ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

131 高研山トンネル ﾀｶﾄｷﾞﾔﾏ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

132 布施ヶ坂トンネル ﾌｾｶﾞｻﾞｶ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

133 羊腸トンネル ﾖｳﾁｮｳ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

134 大西金毘羅トンネル ｵｵﾆｼｺﾝﾋﾟﾗ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

135 大西山の神トンネル ｵｵﾆｼﾔﾏﾉｶﾐ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

136 大蔵谷トンネル ｵｿﾞｳﾀﾞﾆ 国道４４０号 国道４４０号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道33号等を通行した場合、約85km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

137 駄場トンネル ﾀﾞﾊﾞ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

138 川口トンネル ｶﾜｸﾞﾁ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

139 桂トンネル ｶﾂﾗ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

140 化粧坂トンネル ｹｼｮｳｻﾞｶ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である



No. 施設名 ﾌﾘｶﾞﾅ 路線名 集約化・撤去の困難理由

141 須の森トンネル ｽﾉﾓﾘ 県道中平梼原線 県道中平梼原線は国道439号と国道197号を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道197号等を通行した場合、約35km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

142 当別峠トンネル ﾄﾍﾞｯﾄｳ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

143 桃木坂トンネル ﾓﾓｷｻﾞｶ 国道４９４号 国道４９４号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

144 宮が谷トンネル ﾐﾔｶﾞﾀﾆ 国道４９４号 国道４９４号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

145 大野トンネル ｵｵﾉ 県道久礼須崎線 県道久礼須崎線は久礼と須崎を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約20km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

146 須崎隧道 ｽｻｷｽﾞｲﾄﾞｳ 県道吾井郷下分線 県道吾井郷下分線は須崎市吾井郷と須崎市下分を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約2km（4分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

147 須崎歩道トンネル ｽｻﾞｷﾎﾄﾞｳ 県道吾井郷下分線 県道吾井郷下分線は須崎市吾井郷と須崎市下分を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約2km（22分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

148 初瀬本村トンネル ﾊﾂｾﾎﾝﾑﾗ 県道中平梼原線 県道中平梼原線は国道439号と国道197号を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道197号等を通行した場合、約35km（50分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

149 地芳トンネル ｼﾞﾖｼ 国道４４０号 国道４４０号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道33号等を通行した場合、約85km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

150 馬鞍トンネル ｳﾏｸﾗ 県道中土佐佐賀線 県道中土佐佐賀線は中土佐町と黒潮町佐賀を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として県道上ノ加江窪川線等を通行した場合、約31km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

151 桑ヶ市トンネル ｸﾜｶﾞｲﾁ 県道窪川船戸線 県道窪川船戸線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道197号を通行した場合、約60km（80分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

152 江師第２トンネル ｴｼﾀﾞｲﾆ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として狭隘な周辺道路を通行することになり、約1km（2分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

153 大野見トンネル ｵｵﾉﾐ 県道窪川中土佐線 県道窪川中土佐線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約24km（40分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

154 興津坂トンネル ｵｷﾂｻﾞｶ 県道興津窪川線 県道興津窪川線は四万十町興津と四万十町窪川を結ぶ重要な路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

155 小石トンネル ｺｲｼ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として狭隘な周辺道路を通行することになり、約1km（2分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

156 川原越隧道 ｶﾜﾊﾗｽﾞｲﾄﾞｳ 県道七里仁井田線 県道七里仁井田線は四万十町七里と四万十町仁井田を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約13km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

157 笹の越隧道 ｻｻﾉｺﾞｴ 県道作屋影野停車場線 県道作屋影野停車場線は四万十町作屋と四万十町下呉地を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約13km（15分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

158 三島歩道トンネル ﾐｼﾏﾎﾄﾞｳ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

159 呼坂トンネル ﾖﾋﾞｻﾞｶ 県道窪川船戸線 県道窪川船戸線は四万十町と津野町を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号を通行した場合、約2km（5分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

160 津賀トンネル ﾂｶﾞ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

161 広瀬トンネル ﾋﾛｾ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

162 三島トンネル ﾐｼﾏ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

163 十和トンネル ﾄｵﾜ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

164 川平トンネル ｶﾜﾋﾗ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

165 田野々トンネル ﾀﾉﾉ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

166 浦越トンネル ｳﾗｺｼ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

167 四万十トンネル ｼﾏﾝﾄ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

168 初崎トンネル ﾊﾂｻﾞｷ 県道間崎布堂ｹ谷線 県道間崎布堂ｹ谷線は四万十市と土佐清水市を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道321号を通行した場合、約30km（45分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

169 佛ヶ森隧道 ﾎﾄｹｶﾞﾓﾘ 県道大方大正線 県道大方大正線は大方と大正を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約62km（90分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

170 新山伏トンネル ｼﾝﾔﾏﾌﾞｼ 県道有岡川登線 県道有岡川登線は四万十市の有岡地区と川登地区を結ぶ重要な路線であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約15km（25分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

171 塩塚トンネル ｼｵﾂﾞｶ 国道４４１号 国道４４１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

172 沢垂トンネル ｻﾜﾀﾚ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として狭隘な周辺道路を通行することになり、約3km（6分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

173 鵜ノ江トンネル ｳﾉｴ 国道４４１号 国道４４１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

174 大用トンネル ｵｵﾕｳ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として狭隘な周辺道路を通行することになり、約2km（4分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

175 住次郎トンネル ｼﾞｭｳｼﾞﾛｳ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

176 江川トンネル ｴｶﾜ 国道３８１号 国道３８１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

177 伊豆田トンネル ｲﾂﾞﾀ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

178 久保川トンネル ｸﾎﾞｶﾜ 国道４４１号 国道４４１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

179 川登トンネル ｶﾜﾉﾎﾞﾘ 国道４４１号 国道４４１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

180 網代トンネル ｱｼﾞﾛ 国道４４１号 国道４４１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号等を通行した場合、約130km（200分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

181 黒川トンネル ｸﾛｶﾜ 県道土佐清水宿毛線 県道土佐清水宿毛線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道321号を通行した場合、約62km（75分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

182 梅ノ木トンネル ｳﾒﾉｷ 県道土佐清水宿毛線 県道土佐清水宿毛線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道321号を通行した場合、約62km（75分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

183 姫ノ井第二トンネル ﾋﾒﾉｲﾀﾞｲﾆ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

184 姫ノ井第一トンネル ﾋﾒﾉｲﾀﾞｲｲﾁ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

185 大堂トンネル ｵｵﾄﾞｳ 県道柏島二ﾂ石線 県道柏島二ツ石線は大月町の柏島に繋がる唯一の路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

186 柏島トンネル ｶｼﾜｼﾞﾏ 県道柏島二ﾂ石線 県道柏島二ツ石線は大月町の柏島に繋がる唯一の路線であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

187 下切トンネル ｼﾀｷﾞﾘ 県道中村宿毛線 県道中村宿毛線は四万十市と宿毛市を結ぶ重要な路線ですが、迂回路として国道56号等を通行した場合、約40km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

188 大浜トンネル ｵｵﾊﾏ 県道足摺岬公園線 県道足摺岬公園線は足摺半島を周回する重要な路線ですが、迂回路として県道足摺公園線を通行した場合、約20km（30分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

189 松尾トンネル ﾏﾂｵ 県道足摺岬公園線 県道足摺岬公園線は足摺半島を周回する重要な路線ですが、迂回路として県道足摺公園線を通行した場合、約20km（30分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

190 西叶崎トンネル ﾆｼｶﾅｴｻﾞｷ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

191 脇ノ川トンネル ﾜｷﾉｶﾜ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

192 貝ノ川トンネル ｶｲﾉｶﾜ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

193 叶崎トンネル ｶﾅｴｻﾞｷ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

194 下川口トンネル ｼﾓｶﾜｸﾞﾁ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

195 以布利第一トンネル ｲﾌﾞﾘﾀﾞｲｲﾁ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

196 以布利第二トンネル ｲﾌﾞﾘﾀﾞｲﾆ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

197 片粕トンネル ｶﾀｶｽ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

198 歯朶ノ浦トンネル ｼﾀﾞﾉｳﾗ 国道３２１号 国道３２１号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

199 以布利トンネル ｲﾌﾞﾘ 国道３２１号 国道３２１号は四万十市から土佐清水市を経由し宿毛市に至る重要な路線ですが、迂回路として国道56号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

200 石原トンネル ｲｼﾊﾗ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として県道本川大杉線を通行した場合、約30km（45分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

201 落合トンネル ｵﾁｱｲ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

202 小島トンネル ｺｼﾏﾄﾝﾈﾙ 国道４９３号 国道４９３号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約100km（120分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

203 明神口トンネル ﾐｮｳｼﾞﾝｸﾞﾁﾄﾝﾈﾙ 県道安田東洋線 県道安田東洋線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道55号を通行した場合、約66km（100分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

204 岩土トンネル ｲﾜﾂﾁﾄﾝﾈﾙ 県道窪川船戸線 県道窪川船戸線は緊急輸送道路であり、迂回路として国道197号を通行した場合、約60km（80分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

205 新野越トンネル ｼﾝﾉｺﾞｴﾄﾝﾈﾙ 国道１９７号 国道１９７号は緊急輸送道路であり、迂回路がないため集約・撤去を行うことは困難である

206 雪割桜トンネル ﾕｷﾜﾘｻﾞｸﾗﾄﾝﾈﾙ 国道４９４号 国道４９４号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

207 水口トンネル ﾐﾅｸﾁﾄﾝﾈﾙ 国道４９４号 国道４９４号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

208 王子トンネル ｵｳｼﾞﾄﾝﾈﾙ 国道４９４号 国道４９４号は緊急輸送道路であり、迂回路として国道56号を通行した場合、約50km（60分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため

209 木屋ヶ内トンネル ｺﾔｶﾞｳﾁ 国道４３９号 国道439号は緊急輸送道路であり、迂回路として狭隘な周辺道路を通行することになり、約1km（2分）迂回することとなり、社会活動等に影響を与えるため


